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4 閉そく方式の磁産自

閉そく方式には， 常JlJ I'./'Jそく方式と代用閉そく ブ'j).1:;とがあっ ，

閉そ く区間に列車を進入させる場合には， ';l~}日閉そく 方式を地

行しなければならない。しかし故障その他の理由で， 常灯11'.1'1 そ

く方式を施行することができない場合には， 代JIJ閉そく方式を

施行するーことができる。

l 常月J閉そく方式

(1) 復総巡転

~1 if!)J閉そく式 自動|泊そくイ日号館員を JTI ~' ， 本来の信号機とし

ての機能をもたせるほかに，閉そくの手段としての燦能もあわ

せてもたせ， -二れによ って l 区間 l 列車主義を確保するもので

ある。

双fm閉そく式 双伝fjflそく 機を IJtJそく区間両端の f;t;1; JliJ~~}に設

け， これを同 )jの駅長の|訪問操作によって取扱い ， 1 区附 l 列

車主義を舵保するもの。

(2) 1科書誌巡伝

1'1 if!)J閉そ く式 複線五1i似の場合と同じであるが，列車を五[松

する方向をきめるために，電話によるill!f詰述絡を併問すること

になっている。ただし列車を運転する方向を|刻そ く l引説者が打

ち合わせてきめるのてイょく，列車自休が軌道医l路を踏むことに

よって ， すべて 自動的に巡転する方向まで決定して しまう 方式

があり，これをし完全自動1 または L全自動1 と呼んでいる。

ìillil訪問そく式 閉そ く 13:間に軌道凹t告を構成し ， これを:J~発

信号に結びつけて ， 1 区間 1 列車主義を確保するもので， lji線

自動閉そく式の場合と同様に，列車を巡伝する方向は電話によ

る連絡で定める。

タブレット閉そく式 1 品11の F プレツト閉そく機を，閉そく

区!日1両端の停車場に備えつけて， これを岡端の駅長が協同して

扱うことによ っ て， その区間に~J.mのタブレツトただ l 側だけ

]夜 I~H し得る装1丘とし ， このタブレットをもっ列車だけに， この

l丘|間を運転する権利を与えるも のである。

:奴券閉そく式 その区 間に，ただ 1 f闘だけしか存在しない通

裂をもっ列車だけに j並行権を与える方式である。たどし~ili J!lJ

的な手段としては，通15iによってのみ聞くことのできる jili券箱

を設け， この中に納めておく通券を泊以によって取り出し，こ

れをもっ列車にも通行椛を与えている。この方式においても通

信連絡をあわせH'I~ 、ることにな っている。

スタフ閉そく式 その閉そく区間lに専用のスタブ を設け，こ

れをもっ列車にだけ， この区間の迎行権を与えるもので，ほか

に補助的な手段も ， 通信設備ももたな L 、 ， もっとも単純な閉そ

く方式である。

2 代H'J閉そく方式

通信式 ljiにT包話 ìill絡によって，閉そ く区間両端の駅長が連

絡し ， Jill h を決定した列車だけに運行燃を与えるものである。

(2) 単線五IHiえをするとき

指導通信式 11'./Jそく区間に専属した指滋者を 1 名選定し ，

指導者が同察する列車または， 指導者が発行した指導券をもっ

列車だけに巡行村正をあたえるものである。ただしこの方法は，

指導法としづ閉そくの手段として， 1 人の従事員が拘束される

不{更がある。そこで指導者としづ人間を使 うかわりとして，指

迫~JI~ というものを代用することができることになっている。 指

導菓とは， 直径 100mm の門担のl手紙で造るもので， 第 l 極(五，~

J)~ 色地) 白Il; 2 極(静赤色地)鋭 3 極(務7!?色地)第 4 極(薄緑色

地)があり ， 運輸長または迎'1出撃理担当者が直接発行するもの

で， その権限は指導者と同じである。

指導式 11玄関にただ 1 人の指導者を定め， これが同梁する

列車だけに， その区間のi並行権を与えるものである。

3 閉そく準用法

閉そく方式を施行することができな くなった場合に行う有Iì助

的手段である。

(1) 波紋辺転をするとき

隔11寺法 問一閉そく 13:聞の中に同一方向の列車を迎lほする場

合に， 一定のl時間間隔をおいて発事させる方法であり，その時

隔は前述のとおりである。

f云令法 |羽そく 区間の途中に列車または111両があることがわ

か っ ているときに，救緩列車等を運転するのには，ただ l 人の

伝令者を主主め， このものが同察する列車だけにこの区間への進

入を許すものである。

(2) 単線巡伝をするとき

~3~生隅l時法 架券閉そく 3えを行っている区間で通信ができな

くなったとき ， 通信連絡にかえて ， f時間IM I隔により統行列車を

発事させる方法である。

指導隔H寺法 対l匂列車に対しては， 指導者のいる方からだけ

列車を発]11 させるこ ととし，続行列車は時間間隔によ っ て発事

させる方法である。

伝令法 前述のものと同じである。(消水隆成)

ちほうてつどうのし 々 り ょう 地方鉄道の車両 地方鉄道

業者が旅客， 貨物運送事業のために使用する車問。使用する動

力は人力または馬力その他これに類するもの以外のもので， 軌

間は 1 ，067mm を原則とされ， 特別の場合にかぎって 1，435 mm

または 762 mm のものがある。極類には機関車(蒸気 ・ 電気 ・

内燃 ・ 蓄電池) ， 電車(電気 ・ 蓄電池)，内燃動車，客司王，貨11ï

~ーがある。このほか特殊な車両としては雪かき平， 移動変電所

等ならびに鋼索鉄道， 懸垂鉄道の車両がある。

(1) 銀総巡4去をすると き 車両の大きさ . f，Vi造およびこれに倣う べき際総 ・ 装世は，地

ti); 1 表

1正 気 f聾|見1 111 司5 耳I i 緩急貨111 i!t 動 111 電111気機関車帯燃電|銭池関機関
および内 111 電車および務電池'ilì1I1 内燃!f!iJ 111 

2 個以上の給水総 旅客定日 1 人当客室梁 ïh1鮫0.28m ' 手川制動 l盤以jll1 ・ 自動しゃ断機(内燃践を 電気隙凶111 ・ 客車のIIPJl: 内燃機関ljI ・
験7I< g:， 以上。ただし起立 客に対する |E盛I 答率の Ili のぞく) を準用する。 客車の11~項を

" 設日11ある t品合は 0 . 23 m ' まで納 通:J;IJ即J 項を準JI! I *空線式のものはilE密告詩 集T縁tt.裟位と屋根との 2m 準用する。梁
安全弁 小できる 憶を有す する 絶 客から衆務員

可 溶 主主点灯設耐11 るものは 乗務凸!日l 弊鐙または桜筒 f防E弧 . ~tt熱の防護および への非常通報
これを1'1' 装間置と乗務員

験 圧 線外開き戸の 2 重閉鎖総 丹l させるの合図 g~ 排郎総 熱 の合図総
気 îU自動戸じめ装胞の抑制 殺と圧 i附装置 22Jみ弘主tgE寝苦8 惣錦織
排 陣 総客室内のセルロイドその他爆発貨 111 動力制動車}J力 íl，J動機および手用制護 峻
火 1抑 止性・可燃材料の使用禁止 一一一一一一 機および 卸J俊 乗客から乗務員への非常

制!IiiJ機 緩急制llï とし て使用する l出問11側制御j 手 IH制即J 通報装 il'lと乗務日|聞の合
甘k 砂装[位賞ものは手J日動様 または儀 図g"
動力制動制機およひー 通制動機を有するものは w れ 手儀用制動 !1iJJ力制動機および手朋制動機 ただし空気制動機お
手用 動繊 を使用 させる裟也と圧力きn十」 よび他の動力制動践制iを備後えた略もので車両を停止保持

できるものは手用動を省する
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